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学校だより 「 翔 空」の由来 〈校舎のシンボル〉
しよう く う

翔 空 壁画「空へ」を受け、風光明媚なこの学舎
ふう こう めい び まなびや

から、希望に燃え限りない空へ、力強く翔ん
№５０ 平成２５年 ３月１９日（火） でほしいという願いを込めて、翔空の碑がで
郡山市立喜久田中学校長 大堀 昌弘 きた。

［今年度の反省］ 今年も１年間お世話になりました！
今年度は、自分の思うと ～最終号は、日新館の教えでしめくくり～

ころの７割程度しか実践で
きませんでした。２年前の 今年度のＮＨＫの大河ドラマ「八重の桜」で一躍有

８月１日の着任から早１年 名になりました什

と８ヶ月が経とうというの （ じ ゅ う ）の 掟 で す

に、残念ながらあまり満足 が、別名「ならぬこ

できるものがないままに終 とはならぬの教え」

わりそうです。 として有名です。ド

学校は、地域の文化財。 ラマの中でも西田敏

そして学校は地域との協力 行扮する西郷頼母が

のもとに地域と一体となっ 台詞の中で、幼い頃

て歩む存在でなければなら の八重に向かって

ない、などと信念や考えば「いくら子どもでも、

かりが先に立って、実践が ならぬことはなら

伴わなかったと今になって ぬものです」と重々

改めて感じます。 しく言って聞かせる場面は、特に感慨深く拝見しました。

残された次年度への大き 多少、これに関して説明を加えると、まず、江戸時代、

な課題は、 同じ町に住む六歳から九歳までの藩士の子供たちは、十人
前後で集まりをつくっていました。この集まりのことを会

１）いかにして生徒の自主 津藩では「什 （じゅう）」と呼び、そのうちの年長者が一

性をさらに伸ばしていく 人什長（座長）となりました。毎日順番に、什の仲間のい

か（発表力を含む） ずれかの家に集まり、什長が次のような「お話」を一つひ

２）生徒の進路実現をより とつみんなに申し聞かせ、すべてのお話が終わると、昨日

良いものにするため、ど から今日にかけて「お話」に背いた者がいなかったかどう

うやって学力を向上させ かの反省会を行いました。

たらよいか その什の掟を現代語に再現すると、

３）放射線と共存していく 一、年長者（としうえのひと）の言うことに背いては

ためにも、何ができるか なりませぬ
二、年長者にはお辞儀をしなければなりませぬ

の３つをしっかりと考える 三、嘘言（うそ）を言うことはなりませぬ

ことです。 四、卑怯な振舞をしてはなりませぬ
五、弱い者をいじめてはなりませぬ

過日行われた卒業式の様 六、戸外で物を食べてはなりませぬ

子を見ると、１・２年生の 七、戸外で婦人（おんな）と言葉を交えてはなりませぬ

成長ぶりが目覚ましく、新 ならぬことはならぬものです

しい息吹なるものを感じる 最後から２つめ、１つめあたりは今では通用しないのか

ことができます。 も知れませんが、他はすべて現代にも十分に通用するもの

「やればでき です。最後の文句が有名になっているのですが、一から七

る 」 の 気 概 までのすべてを集約した言葉となっています。現在では、

を 持 ち 頑 張 会津若松市内の小中学校では、各クラスとも、「あいづっ

っ て ほ し い こ宣言」というものを掲示して、事あるごとに唱えさせて

と思います。 います。ここまで徹底して教えることはないとしても、本
校でも、全校で取り組めるスローガンのようなものを作っ
てみたいような気がします。


